
































































































































































３
月
定
例
会
議
の
報
告

予
算
特
別
委
員
会
の
報
告

市
民
の
皆
様
に
は
、「
真
結
の
会
」
の
活
動

に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
着

工
が
見
送
ら
れ
て
き
た
福
島
市
議
会
の
議
事

堂
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
が
無
事
完
成
し
、
先

日
記
念
す
べ
き
初
め
て
の
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
更
に
市
民
の

皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
、
市
政
諸
課

題
の
政
策
論
議
を
深
め
な
が
ら
「
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
を
創
っ
て
参
り
ま
す
。

震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
が
着
々
と
進
め
ら
れ
る一方
、

能
登
半
島
等
で
の
巨
大
地
震
、
局
所
的
な
豪

雨
な
ど
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
や
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
を
背
景
と

し
た
物
価
上
昇
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混

乱
な
ど
、
経
済
情
勢
の
著
し
い
変
化
が
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
福
島
市
に
お
い
て
は
、
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設

整
備
事
業
や
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ
る

環
境
影
響
へ
の
懸
念
等
々
、
多
岐
に
わ
た
る

重
要
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も「
真
結
の
会
」は
会
派
一
丸
と
な
り
、

そ
れ
ら
課
題
の
解
消
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
3
月
定
例
会
議
は
3
月
3
日
に

開
会
し
、
令
和
7
年
度
福
島
市
一
般
会
計
予

算
等
の
議
案
46
件
及
び
報
告
1
件
が
提
出
さ

れ
、
議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
令
和
6
年
度
福
島
市
一
般
会
計
補
正

予
算
で
あ
る
議
案
第
17
号
は
、
歳
入
歳
出
予

算
及
び
繰
越
明
許
費
の
補
正
で
、
本
年
5
月

26
日
の
改
正
戸
籍
法
施
行
に
伴
う
戸
籍
氏
名

の
振
り
仮
名
対
応
に
要
す
る
経
費
で
、
歳
入

歳
出
予
算
の
追
加
額
は
2
千
9
百
万
円
余
で

す
。
ま
た
、
会
議
の
期
間
中
追
加
議
案
6
件

が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
ま
た
は
同
意

し
ま
し
た
。

今
定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
鈴
木
正
実
議

員
が
代
表
質
問
、
菅
原
美
智
子
、
川
又
康
彦
、

根
本
雅
昭
、
宍
戸
一
照
の
4
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
、

4
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
は
3
月
14
日
、
17
日
、

18
日
、
19
日
、
21
日
及
び
24
日
の
6
日
間
に

わ
た
り
、
全
体
会
、
分
科
会
を
開
き
、
令
和

7
年
度
一
般
会
計
予
算
を
慎
重
に
審
査
し
、

認
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
1
千
２
５
３
億
円
（
対
前

年
比
76
億
円
増
プ
ラ
ス
６・
５
％
）、
仮
置

場
返
還
等
推
進
事
業
費
を
除
く
予
算
額
は

1
千
２
４
９・
９
億
円
で
10
年
連
続
の
増
加

と
な
る
過
去
最
高
額
の
積
極
型
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計
は
５
６
９
億
円
余
、
企
業
会
計

が
２
４
３
億
円
余
、
総
計
で
2
千
66
億
円
余

（
対
前
年
比
75
億
円
増
、
プ
ラ
ス
３・
８
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

第
6
次
福
島
市
総
合
計
画
の
最
終
年
度
と

な
る
令
和
7
年
度
は
、
計
画
の
将
来
構
想
と

6
つ
の
基
本
方
針
を
基
礎
と
し
な
が
ら
変
革

と
再
生
に
よ
り
市
民
生
活
と
ま
ち
づ
く
り
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
積
極
的
に
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

予
算
編
成
で
す
。

市
政
の
課
題
解
決
に
向
け真田 

広
志
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2025年3月に開場になった新議場は、イギリス議会を模した対面式です。
会派一同気持ちも新たに、より一層の市政進展のために邁進してまいります。

　市民の皆様と真に心を結び、人々が生き生きと、そして心穏やかに暮らせる県都・ふくしま、県境を越え
た広域圏域のリーダーにふさわしい中核市・ふくしまの実現を目指す。
　市民の皆様と同じ目線に立ち様々な政策提言をするとともに、厳しい環境に取り巻かれている地方議会の
在り方を見つめ直し真に開かれた、期待される議会を目指す。
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。

福島市議会 真結の会
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真結の会 綱領

ま
ゆ
の
か
い

－令和７年4月－

　　菅原美智子　　斎藤正臣　　根本雅昭
　　川又康彦　　　宍戸一照　　尾形武
　　鈴木正実　　　真田広志　　二階堂武文
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　生産年齢人口減少による労働力不足、社会構造が多様化・専門化する中、業務の効率化や企画力・対応力の向上、ひいては市民サービスの
向上に寄与すると期待される生成AIについて、「将来の行政運営への影響」を調査し、市に3つの観点から7項目提言しました。

◇内部的な施策展開 
　①職員の利活用のスキルアップを図る
　②部局横断的な調査研究チームの設置と利活用の効果の検証 
　③使用プラン変更など利活用の柔軟化
　④行政サービスの質向上のため独自AI機能導入の検討

◇外部的な施策展開
　①様々な行政課題の解決に向けた利活用の推進
　②広域連携による地域全体の利活用の底上げ

◇条例制定による施策展開
　①市、市民が一体となった施策展開を目指した条例制定の検討

総務常任委員会 所管事務調査の委員長報告

⃝注目の予算
【教育委員会】学校体育館エ
アコン整備事業費として、6
億円を計上しました。これは、
小学校8校、中学校2校の体

育館にエアコンを設置するものです。

【健康福祉部】医療的ケア児在宅レスパイト事業費として、360
万円を計上しました。これは、自宅での医療的ケア介護等を行
い介護負担軽減を図るものです。

【こども未来部】誰でも通園制度実施事業費として、1,107万円
余を計上しました。これは、通園していない0歳6か月から満3歳
未満のこどもが月一定時間まで通園できるようにするものです。
また、放課後児童クラブ利用料助成事業費として4,999
万円余を計上しました。これは、こどもが2人以上
いる世帯に対し、第2子以降の利用料や低
所得世帯の第1子の放課後児童クラブ
利用料を助成するものです。

【教育委員会】教育施設包括管理
導入費として、36万円余を計上
しました。これは、教育施設の包
括管理業務委託の事業者公募
を進めるものです。

⃝注目の予算
【都市政策部】福島駅東口地区
市街地再開発事業として、基本
設計・実施設計、計画変更認可等
として5億8千万円、事業内容の進捗
に対しての資金の貸付に5億4千万円を
計上しました。これは、飲食やオフィス、駐車
場などの民間供給とホールなどの公益施設の戦
略的再編により、人が集まる拠点・新たな人の流れをつくる
ことで、商業等の立地や人が集客する好循環を実現し、街なか
再生の起爆剤として低下した都市力の回復を目指すものです。

【環境部】「福島市再生可能エネルギー発電施設の適切な設置
及び管理に関する条例」を制定しました。これは、公共の利益を
守るため太陽光・風力発電施設の設置禁止区域を設定し、禁止
区域以外では許可制を導入し許可事業者の適切な管理を義務
化するなど、災害の防止、水資源の涵養、景観と歴史文化の保

全、生息生物の保護、獣害の
防止等を図り、本市の豊か
な環境を次世代に守り継ぐ
などを目的として制定した
ものです。

⃝注目の予算
【危機管理室】被災者支援
システムの構築費として、
1,018万円余を計上しまし
た。これは、民間企業との共
同研究により、罹災証明の申請から被災者支援まで一元管理で
きるシステムを構築し、罹災証明書発行事務の迅速化などによ
り、災害時の早期生活再建につなげるものです。

【政策調整部】ふくしまデジタル・イノベーション・アワード事業
費として、50万円を計上しました。これは、市内事業者等のデジ
タル技術やAIを活用したビジネスの革新及びBPRによる業務
効率化等の取組みを表彰し、活性化を図るものです。また、公

民連携推進事業費として、250万円を計上しました。これ
は、本市の課題解決や共創の取組の創出を目的

に、民間企業などとの連携を受け付ける窓
口「公民こねくと」に関して、首都圏企

業や若手創業者との交流・連携の拡
大のため、都内のシェアオフィスに
「ふくしま Tokyo HUB（トウキ
ョウ・ハブ）」を開設し、今後の活
動拠点とするものです。

⃝注目の予算
【市民文化スポーツ部】「古関裕
而記念音楽祭2025」の開催事

業費として、1,800万円余を計上
しました。これは、古関裕而氏の功績

や楽曲を継承する音楽祭を開催するも
のです。また、「エール」放映5周年及び戦後

80年を記念した企画を実施します。

【市民文化スポーツ部】若者が市事業等に参加できる仕組み
「こくりナビ」を展開します。また、次期ふくしま共創のまちづく
り計画策定に向け、ファシリテーター養成研修を実施します。

【商工観光部】ダイバーワークスタイル推進事業費として、118
万円余を計上しました。これは、女性活躍や障がい者・高齢者雇
用等に取り組む企業を認証するものです。また、男性の育児促
進に向けセミナー等を開催します。

【農政部】あぐりっしゅサポート事業費として、1億7,160万円余
を計上しました。これは、就
農時の初期費用等の一部を
助成するものです。また、農
業体験や交流会、メンターと
のマッチングを促進します。

福島市議会には下記の４つの常任委員
会があり、あらかじめ決められた担当所管に

ついて、少人数で集中的に審議を尽くすために設
置された委員会です。

常任委員会・予算特別
委員会分科会の報告
それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳情

などの審査を行っております。なお、□内は、
それぞれの常任委員会における当会派の

所属議員名です。◎は委員長。

文
教
福
祉

総　
務

建
設
水
道

経
済
民
生

◎
鈴
木 

正
実
／
二
階
堂 

武
文

／
菅
原 

美
智
子

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

◎
川
又 

康
彦
／
宍
戸 

一
照

尾
形 

武
／
斎
藤 

正
臣

委員会の様子

古関裕而記念音楽祭（出典 : 福島市）

委員会の様子

先達山のメガソーラー（出典 : 福島市）
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　令和7年度以降において、現在進められ
ている福島駅前交流・集客拠点施設整備
事業などの大型事業の本格化などにより
投資的経費が高水準で推移し実質交際費
比率も急速に跳ね上がる中、これまで以
上に収支均衡の堅持を意識しながら、将
来に向け健全な財政基盤の確立を図る必
要があります。
　今後の行財政運営に関しては次世代に
過度な負担を残さず、中長期的な視点に
立った財政見通しのもと、限られた行財政
資源の有効活用を図りながら「事業の選
択と集中」により財政収支バランスのとれ
た健全な財政運営が行われるよう期待し、
令和7年度の要望事項を取りまとめ、昨年

「会派要望書」を木幡浩福島市長に提出
しました。
　今回、3月定例会議を経て、会派要望が
反映された予算項目（一部
抜粋）は右記の通りです。詳
細は二次元コードからご覧
ください。 （単位 千円）

１．出会い、結婚、子育て　若い世代に選ばれるまち
⑴定住するなら福島市へ　夢が描けるまちづくり

出会いの場創出 5,247 
結婚新生活支援 67,157 
わかもの住まい支援 1,200 
空家等対策推進 63,034 
妊婦のための支援給付、妊婦等包括相談支援 145,403 
妊産婦健診 193,298 
プレママ・パパ支援 322 
産後ケア 14,361 
産前・産後サポート 1,805 
こんにちは赤ちゃん訪問 2,568 
保育施設多子世帯負担軽減 147,275 
放課後児童クラブ利用料助成 49,992 
東京圏わかもの就活応援 360

⑵教育環境の充実
福島型オンライン授業 674,054 
いじめ・不登校対策推進 12,954 
不登校児童生徒の学校復帰支援 14,226 
こども家庭センターの運営 38,863 
ユースプレイス自立支援 3,400 
スクールソーシャルワーカーの派遣 8,898 
学校施設リフレッシュ 514,800 
学校体育館エアコン整備 600,000 

「非認知能力育成」実証プロジェクト 800 
指導力向上のサポート 1,602

２．活気あふれる、ずっと住み続けたい街
⑴福島らしい中心市街地の活性化

福島駅周辺まちづくり検討推進 619 
福島駅東口地区市街地再開発支援 1,120,000 
街なか出店家賃補助 76,900
新規出店のための内外装工事等補助 30,000
まちなか立地集積支援 10,000
商店街等活性化イベント支援 36,000
街なかテーマぱーく開催 10,000
福島駅周辺利便性向上の検討 580
低未利用地の利活用促進 4,000
ウォーカブル推進 40,800

⑵災害への万全な体制づくり
避難行動要支援者名簿の更新・個別避難支援
プランの作成 23,068 

地区防災計画策定の推進 4,480 
洪水ハザードマップ活用 12,150

⑶ふくしま田園中枢都市圏域内の連携強化
連携中枢都市圏の形成による広域的発展 796,809 
⑷持続する農林業

ふくしまの農産物魅力アップ 5,207 
「ゆうやけベリー」ブランド化推進 6,300 
スイーツ・プレミアム販売促進 2,272 
福島型給食の推進 555,751 
園芸グローバル産地育成支援 18,807 
福島駅前軽トラ市開催 6,000 
地域でつくる農林業振興基金事業【提案枠】 51,500 
スマート農業実装支援 20,000 
凍み豆腐事業継承推進 2,260 
脱炭素・循環型農業支援 13,932 
気候変動適応型農業支援 10,000 

「納豆のまち福島」ブランド化推進 1,700 
新規就農支援パッケージ 183,835 
農業経営の安定化支援 6,117 
森林経営管理の推進 50,000 
森林再生の推進 97,500 
森林環境学習の推進 8,090 
鳥獣被害対策強化 61,264 
ツキノワグマ被害特別対策 5,193
⑸県都にふさわしい商工業の振興

次世代後継者育成「夢創塾」 252 
創業支援トップセールス 450 
東京圏わかもの就活応援〔再掲〕 360 
福島市応援関係人口創出 2,788 
シティセールス推進 2,240

⑹温室効果ガスの削減の推進
中小企業ゼロカーボン資金融資 309,800 
農業用再エネ設備導入支援 2,400 
脱炭素・循環型農業支援〔再掲〕 13,932 
脱炭素住宅整備促進 37,300 
脱炭素生活スタイル普及啓発 660 
水素社会実現の推進 1,770 
公共施設の省エネ改修 816,380 
街路灯・道路照明灯LED化推進 233,900

⑺新たな視点による観光の展開
四季の里整備 14,746 
温泉地活性化推進 18,000 
あづま山麓ツーリズム推進 9,650 
ふくしま三名湯誘客促進 1,500

３．子どもや障がい児（者）、高齢者にも優しい福祉のまち
⑴子どもを守るための福祉体制の拡充

相談支援センターの開設 60,483 
こども発達支援センターの運営 54,824 
医療的ケア児の在宅支援 3,600 
子育て世帯・ヤングケアラー訪問支援 1,984 

（仮称）もりあい認定こども園整備 959,200 
心のケア推進 19,225 
特別支援教育の推進 246,918

当会派が提出した
「要望書」が令和7年度の

予算案に反映

⑵障がい者の自立を目指す支援態勢
相談支援センターの開設〔再掲〕 60,483 
障がい福祉サービスの充実 5,925,614 
ダイバーワークスタイル推進 1,185 
公立保育所の医療的ケア児の受入 693

⑶元気な高齢者まちづくり
高齢者の公共交通利用助成 426,986 
元気高齢者の介護の仕事への参入支援 770

４．文化香る、緑豊かな、住み心地のいいまち
⑴文化レベルの向上

民家園の活用推進 141,432 
旧広瀬座再整備 403,196 

「古関裕而記念音楽祭2025」の開催 18,000 
古関裕而作曲コンクールの開催 16,500
⑵豊かな自然、魅力ある歴史、文化を未来へ

文化財保存活用地域計画の策定 6,087 
文化財の保護・保存 2,227 
文化財調査室整備 15,450 
和台遺跡整備基本計画の策定 184

⑶共創の推進と市行政機能の一層の充実
こくりナビプロジェクト 293 
デジタル人材バンクの運用 250 
３Dデジタル都市計画情報の構築 81,000 
スマート農業実装支援〔再掲〕 20,000 
マイナンバーカード取得促進 172,022 
LINEの活用推進 5,174 
母子保健スマート窓口の推進 8,674 
ふくしまデジタル・イノベーション・アワー
ド事業 500 

システムの標準化とガバメントクラウドへの
移行 529,617 

高齢者にもやさしいデジタル化推進 2,346 
総合防災情報システム運用 23,131 
電子入札システムの運用 11,380 
文書管理システムの運用 24,236 
ICTによる業務効率化 13,290 
農地調査へ衛星画像解析の導入 3,995 
DX人材の育成 220 
窓口DX推進 65,607 
国保税のスマートフォン対応試算サービスの
導入 387 

オンラインを活用した特定保健指導の実施 567 
公民連携の推進 2,500 
道路の地域安全緊急対策 200,000 
上下水道管路の更新と耐震化 1,659,943 
橋梁補修・耐震化 744,630 
橋梁点検 60,000

先進地視察報告 （1月20日・21日・22日）

大
分
県
臼
杵
市
は
、
宝
島
社
の
「
田
舎
暮
ら

し
の
本
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
住
み
た
い
田

舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
3
万
人
以
上
5
万

人
未
満
の
ま
ち
で
8
年
連
続
上
位
と
な
る
等
、

移
住
・
定
住
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
充
実
し
た
定
住
促
進
の
た

め
の
住
居
支
援
制
度
の
ほ
か
、
３
６
０
度
カ
メ

ラ
に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
内
覧
も
可
能
な
Ｖ
Ｒ
を

導
入
し
た
空
家
バ
ン
ク
、
移
住
ツ
ア
ー
や
お
た

め
し
ハ
ウ
ス
に
よ
る
移
住
前
の
臼
杵
体
験
、
各

種
補
助
金
に
よ
る
移
住
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
補
助
は
、
例
え
ば
県
外
か
ら
臼
杵
市
に

移
住
す
る
方
へ
は
移
住
支
援
金
と
し
て
、
単
身

60
万
円
、
世
帯
１
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
移
住
・
定
住
政
策
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
臼
杵
市
の
事
例
は
先
進
的

な
取
り
組
み
で
、
会
派
と
し
て
今
回
の
視
察
で

得
た
事
例
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

竹
田
市
は
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
山

麓
に
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
賑
わ
う
由

布
院
温
泉
の
南
に
位
置
し
ま
す
。
九
州
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
位
置
す
る
久
住
高
原
か
ら

歴
史
的
町
並
み
残
る
豊
後
岡
城
の
城
下
町
へ

誘
客
し
居
住
人
口
及
び
交
流
人
口
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
と
共
に
、
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
等
の
更
新
と
新
設
を
目
指
し
、
歩
い

て
回
れ
る
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
城
下
町
に
賑
わ
い
を
創
出

し
て
観
光
の
回
遊
性
と
利
便
性
を
高
め
、
城

下
町
の
景
観
に
調
和
す
る
交
流
拠
点
2
施
設

整
備
の
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て
和
の
素
材
を

大
切
に
す
る
世
界
的
建
築
家
「
隈
研
吾
建
築

事
務
所
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
機
能
・
性
能

が
異
な
る
近
接
す
る
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
と

歴
史
文
化
館
・
由
学
館
を
同
一
設
計
者
に
任

せ
る
こ
と
で
、
城
下
町
の
空
間
特
性
を
表
現

す
る
と
も
に
街
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建

築
と
し
た
狙
い
を
伺
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
立
天
文
館
図
書
館
は
、「
み
ん
な

を
つ
な
ぐ
図
書
館
」
～
新
し
い
価
値
を
創
造
・

発
信
す
る
、
多
様
な
つ
な
が
り
を
育
む
図
書

館
～
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
幅
広
い
世
代
の
人
々

が
集
い
、
共
に
学
び
成
長
で
き
る
図
書
館
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
特
長
と
し
て
は
、
公
共
図
書
館
で
は

初
め
て
画
像
解
析
Ａ
Ｉ
に
よ
る
蔵
書
点
検
・

セ
ル
フ
貸
出
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
図
書
館

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
館
内
に
あ
る
読
書
や
調
べ
も
の
、

学
習
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
が
で
き

る
個
人
席
は
、
1
日
最
大
3
時
間
ま
で
Ｗｅ
ｂ

や
館
内
端
末
で
予
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
等
か
ら
、
年
間
60
万

人
程
度
の
来
館
者
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
市
立
図
書
館
の
検
討

の
際
に
会
派
と
し
て
今
回
の
視
察
で
得
た
先

進
事
例
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1月22日 1月21日 1月20日
大分県
臼杵市

大分県
竹田市

鹿児島県
鹿児島市

移
住
・
定
住
政
策

竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
・
竹
田
市
歴
史
文
化
館 

由
学
館

鹿
児
島
市
立
天
文
館
図
書
館

臼杵市議会全員協議会室 竹田市歴史文化館・由学館 鹿児島市立天文館図書館
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

二に

階か
い

堂ど
う 

武た
け

文ふ
み

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

尾お

形が
た 

武た
け
し

菅す
が

原わ
ら 

美み

智ち

子こ

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

飯
坂
町
字
湯
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０-

２
８
４
１-

１
５
２
９

http://kaw
am

ata-yasuhiko.com
/

根ね

本も
と 

雅ま
さ

昭あ
き

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

松
浪
町
１
番
15
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
３-

３
２
０
１

町
庭
坂
字
内
町
51
番
地
の
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
１-

１
１
３
８

http://nikaidou.net/

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
３-

０
７
１
１

https://m
ichikopro.jp/

渡
利
字
七
社
宮
５
番
地
の
１

ヴ
ェ
ル
ー
ド
ー
ネ
七
社
宮
３
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
１-

２
３
４
２

荒
井
字
上
町
裏
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
３-

１
０
３
５

松
川
町
浅
川
字
大
古
内
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
８-

７
６
８
３

幹
事
長

渡
利
字
七
社
宮
39
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
０-

５
０
９
２-

６
８
０
１

https://m
-nem

oto.com
/

飯
坂
町
平
野
字
林
添
１
番
地
の
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
３-

１
２
１
８

会
長

副
会
長

総
務
会
副
会
長

顧
　
問

政
調
会
長

総
務
会
長

副
会
長

相
談
役

所
属
議
員
一
覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査

　
特
別
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
副
議
長

◦
総
務
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別

　
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
議
員
定
数
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
監
査
委
員

◦
総
務
常
任
委
員
長

▲

代
表
質
問
を
行
う
鈴
木
正
実
議
員

　
今
回
の
３
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
菅
原
美
智
子
議
員
・
川
又
康
彦
議
員
・
根
本
雅
昭
議
員
・

宍
戸
一
照
議
員
の
４
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
㈮
、
令
和
７
年
３
月
定
例
会
議
の
代
表
質
問
で
は
、

当
会
派
の
鈴
木
正
実
議
員
が
代
表
質
問
を
し
、
木
幡
浩
市
長
は
じ
め
担
当
所
管
部
長
等
が
答
弁
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｃ
等
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
あ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

案
内
看
板
の
整
備
な
ど
、
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
商
工
観
光
部
長
）
か
ら

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
案
内

看
板
は
市
内
の
主
要
観
光
施
設
で

ロ
ー
マ
字
及
び
英
語
で
表
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
温
泉
地
へ
の
誘

導
や
交
通
機
関
の
乗
り
継
ぎ
が
わ

か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
福
島
駅

で
の
誘
導
方
策
を
検
討
し
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
も
配
慮
し
た
わ
か
り
や
す

い
案
内
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
支
援
事
業

は
収
益
向
上
が
主
な
目
的
で
す
が
、

今
後
は
儲
か
る
農
家
育
成
の
た
め
、

売
価
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
有
効
な

冷
蔵
設
備
を
補
助
に
加
え
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
農
政
部
長
）
か
ら
は
、

通
常
の
冷
蔵
庫
は
対
象
外
で
す

が
Ｉｏ
Ｔ
冷
蔵
庫
は
対
象
で
あ
り
、

冷
蔵
設
備
は
販
売
価
格
の
向
上
や

流
通
コ
ス
ト
削
減
等
に
も
有
効
な

た
め
、
農
林
業
振
興
基
金
で
の
提

案
事
業
も
対
象
で
あ
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

⃝

飯
坂
温
泉
の
値
上
げ
後
の
鯖
湖
湯

　

等
の
入
込
客
数
の
変
化
に
つ
い
て

福
島
市
に
お
け
る
急
激
な
人
口

減
少
や
出
生
数
減
少
へ
の
取
り
組

み
、
20
～
39
歳
の
若
年
層
の
流
出
、

特
に
女
性
の
流
出
に
つ
い
て
そ
の
分

析
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

市
長
は
、
結
婚
や
出
産
に
希
望
が

持
て
る
社
会
の
機
運
を
市
民
と
と

も
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

応
援
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

若
年
女
性
の
流
出
を
留
め
る
た
め

に
は
魅
力
的
な
就
職
先
の
選
択
肢

Ａ
Ｉ
が
車
両
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

を
自
動
計
算
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を
導
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
都
市
政
策
部
長
）
か
ら

は
、
定
時
定
路
線
型
で
は
応
じ
ら

れ
な
い
需
要
へ
の
対
応
や
効
率
化

に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
需
要
や
効

果
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
構
築
に
つ
い
て

⃝

酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業

　

主
任
者
に
つ
い
て

⃝

科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム

　
（LIFE

）に
つ
い
て

⃝

デ
ジ
タ
ル・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

　
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
路
側
帯
の

白
線
が
消
え
て
い
る
道
路
が
多
く
、

運
転
支
援
装
置
も
動
作
し
な
い
と

伺
い
ま
し
た
。

　

当
局（
建
設
部
長
）か
ら
は
、白

線
の
修
繕
は
令
和
3
年
度
に
作
成

し
た
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
危

険
性
が
大
き
い
も
の
か
ら
順
次
修

繕
し
て
い
ま
す
が
、今
年
度
は
既
存

事
業
の
ほ
か
緊
急
的
に
維
持
補
修

に
関
す
る
予
算
を
増
額
し
、昨
年

比
で
２・４
倍
と
な
る
23
㎞
実
施
し

ま
し
た
が
、今
後
は
今
年
度
以
上

に
実
施
で
き
る
よ
う
予
算
配
分
に

工
夫
し
な
が
ら
計
画
的
な
修
繕
に

努
め
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

を
増
や
す
ほ
か
、
固
定
観
念
的
な

意
識
を
改
革
し
女
性
が
住
ん
で
楽

し
く
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

約
２
７
０
～
３
０
０
億
円
に
膨
れ

上
が
っ
た
福
島
市
駅
前
交
流
・
集
客

拠
点
施
設
の
取
得
費
に
つ
い
て
、
市

債
の
額
と
償
還
期
間
、
年
間
償
還

額
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
当
局
は
、

取
得
費
に
係
る
市
債
２
０
０
億
円

余
に
つ
い
て
は
償
還
期
間
20
年
、
年

度
ご
と
の
償
還
額
は
最
大
で
13
億

円
と
な
る
見
込
み
と
し
、
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
有
利
な
市
債

活
用
な
ど
将
来
負
担
の
軽
減
に
取

り
組
む
と
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
南
矢
野
目
・
笹
谷

地
区
の
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
多
世
代
交

流
拠
点
施
設
、
福
島
第
一
病
院
開

設
に
伴
う
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
や

（
仮
称
）
福
島
北
風
力
発
電
事
業

に
お
け
る
国
有
林
の
開
発
に
同
意

し
な
い
と
し
た
福
島
市
の
今
後
の

取
り
組
み
、
事
業
者
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
３
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

令
和
７
年
３
月
定
例
会
議
代
表
質
問（
抜
粋
）

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

 

案
内
看
板
の
整
備
に

 

つ
い
て

 

ス
マ
ー
ト
農
業

 

実
装
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

地
域
公
共
交
通
へ
の

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー
テ
ィ
 

ン
グ
の
導
入
に
つ
い
て

 

高
齢
者
に
優
し
い

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/】の「議会録画中継」でご覧いただけます。
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６
月
定
例
会
議
の
報
告

福
島
市
議
会
議
員
定
数
を

35
名
か
ら
34
名
に
改
め
る
条
例
が
可
決

東
日
本
大
震
災
か
ら
14
年
。
本
市
は
着
実

に
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
頻
発
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
国
際
情
勢

の
不
安
定
化
や
物
価
高
騰
は
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
い

る
と
強
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、私
た
ち「
真
結
の
会
」は
、

市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
政
策
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
、
活
発
な
議
論
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

対
し
て
も
、
具
体
策
を
提
案
し
、
着
実
に
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
本
市
の
さ
ら
な

る
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
6
月
定
例
会
議
は
5
月
30
日
に

開
会
し
、
6
月
2
日
に
は
議
案
第
56
号
令
和

7
年
度
福
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議

案
11
件
及
び
報
告
10
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案

は
閉
会
日
の
6
月
18
日
に
原
案
通
り
可
決
ま

た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
56
号
は
歳
入
歳
出
予
算
、
継
続
費

等
の
補
正
で
、
総
額
11
億
2
千
万
円
余
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
財
源
に
は
、
国

県
支
出
金
1
千
8
百
万
円
余
及
び
地
方
債

1
億
7
千
9
百
万
円
余
な
ど
を
追
加
す
る
ほ

か
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
4
億
5
千
2
百
万
円
余
を
計
上
し
、

差
引
き
4
億
6
千
2
百
万
円
余
は
、
繰
越
金

が
充
当
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
会
議
の
期
間
中
追
加
議
案
10
件
が

提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
ま
た
は
同
意
し

ま
し
た
。

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
斎
藤
正
臣
、
尾

形
武
、
菅
原
美
智
子
の
3
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
、
4

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

福
島
市
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
員

定
数
に
係
る
地
方
自
治
法
の
規
定
の
変
遷
、

本
市
議
会
の
議
員
定
数
の
変
遷
、
ま
た
、
類

似
市
の
状
況
と
し
て
議
員
一
人
当
た
り
の
人

口
、
面
積
、
予
算
額
、
財
政
力
指
数
等
の
状

況
と
と
も
に
、
本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
将

来
推
計
人
口
、
人
口
動
態
な
ど
多
角
的
な
視

点
か
ら
調
査
を
し
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
合
意
形
成
に
向
け
た
協

議
に
よ
り
、
一
部
他
会
派
か
ら
の
反
対
は
あ

っ
た
も
の
の
、
次
期
改
選
時
に
お
い
て
1
人

削
減
と
す
る
議
員
定
数
34
人
が
適
当
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
今
後
の
定
数
の
あ
り
方
と
し

て
、
議
会
の
安
定
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か

ら
、
改
選
ご
と
に
定
数
の
議
論
を
行
う
の
で

は
な
く
、
一
定
期
間
、
改
正
後
の
定
数
で
議

会
運
営
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
を
委

員
会
の
調
査
報
告
と
し
、
令
和
7
年
6
月
定

例
会
議
に
お
い
て
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

具
体
策
を
着
実
に
実
行真

田 

広
志

発行責任者 ： 真田広志
福島市五老内町３番１号
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中間貯蔵施設を視察しました。中間貯蔵施設は、福島県内の除染作業で発生した
土壌や廃棄物を最終処分するまでの間、それらを安全かつ集中的に貯蔵する
ための施設です。詳細は、3面をご覧ください。

　市民の皆様と真に心を結び、人々が生き生きと、そして心穏やかに暮らせる県都・ふくしま、県境を越え
た広域圏域のリーダーにふさわしい中核市・ふくしまの実現を目指す。
　市民の皆様と同じ目線に立ち様々な政策提言をするとともに、厳しい環境に取り巻かれている地方議会の
在り方を見つめ直し真に開かれた、期待される議会を目指す。
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。
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【財務部】大学生年代
の子どもらに関する
特別控除（特定親族
特別控除）を創設しま
す。控除対象となる子
どもの所得要件を拡
大するとともに、一定
の所得を超える場合でも、保護者らが段階的に控除を受けられ

るようにします。施行日は令和8年1月1日です。
【消防本部】市外で発生した重大な災害現場に、

消防組織法に基づき派遣され、救助活動等
に従事する消防職員に対し、特殊勤務

手当を新設しました。同手当は、令和
7年2月に発生した大船渡市の林野
火災に対する緊急消防援助隊の
派遣にさかのぼって適用されます。

【市民文化スポーツ部】令和7年
度税制改正の大綱において、国民

健康保険税の課税限度額の引き上
げ及び減額措置の5割軽減・2割軽減

対象世帯に係る軽減判定所得の基準額
を改正することが示され、国民健康保険法

施行令及び地方税法施行令の一部改正が施行
されました。これに伴い、福島市国民健康保険税条例

の改正を行いました。主な改正内容は次の3点であり、これによ
り課税額は全体で8,224万円余の増となります。
⃝国民健康保険税課
　税限度額の改正
⃝国民健康保険税に
　係る軽減判定所得
　の基準額の改正
⃝税率の見直し

【健康福祉部】生活保
護基幹システムの改
修事業費として、420
万円を計上しました。

【こども未来部】遠隔
地で不妊治療を行う
際の負担軽減を図る

ため、交通費補助事業を実施します。そのための事業費として、
150万円を計上しました。

【教育委員会】福島型給食推進事業について、
昨今のコメや牛乳など、食材費の上昇分
について保護者の負担を軽減するため、
小学生は1食あたり45円、中学生は
50円の補助金額を増額します。そ
のための費用として、1億6,471
万円余を計上しました。

【都市政策部】都市機能をまちな
かに誘導し効率的なまちづくりを
進めるとともに、さらなる投資を呼
び込み街全体の活性化につなげるた
め「まちなか立地集積支援事業」を実施
します。市が指定するバンケット、教育関連、
商業、オフィスなどの機能を有する施設の整備
を行う者に対し、費用の一部を支援します。事業費とし
て、5,000万円を計上しました。
　なお、本事業に認定された事業者は、東邦銀行から必要な運

転資金および設
備資金について、
有利な金利で
融資を受けられ
る制度を利用で
きます。

福島市議会には４つの常任委員会
があり、あらかじめ決められた

担当所管について、少人数で集中的に審議を
尽くすために設置された委員会です。

常任委員会の報告
それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳

情などの審査を行っております。なお、□内
は、それぞれの常任委員会における当会派

の所属議員名です。◎は委員長。

文
教
福
祉

建
設
水
道

総　
務

経
済
民
生

 

◎
鈴
木 

正
実
／
二
階
堂 

武
文

 

／
菅
原 

美
智
子

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

◎
川
又 

康
彦
／
宍
戸 
一
照

尾
形 

武
／
斎
藤 

正
臣

所管事務調査の報告
文教福祉常任委員長報告

児童生徒の体力向上に関する調査
　東日本大震災以降、外での活動減少が起
因と考えられる本市の児童生徒の体力向上
をいかに図るべきかについての調査を実施
し、その内容を踏まえて以下の5項目を市
に提言しました。
1. 小中学校の連携を中学校区ごとに行い、

9年間を軸にした児童生徒の体力向上
をめざすこと

2. 体を動かす基本となる「運動器」に着目し
た指導法や理学療法を導入すべきこと

3. 市内大学と連携し、専門的知見をいかす
ことや学生サポーターなどの支援策を
導入すること

4. すべての小中学校体育館へのエアコン
導入や民間プールの活用を促進するこ
と

5. 部活動を残すためにも地域資
源である人や組織を活用し地
域展開を促進すること

建設水道常任委員長報告
都市計画と市街化調整区域に関する調査
　都市の形成は、優先的に市街化を促進
する「市街化区域」と、市街化を抑制する

「市街化調整区域」の2つに区分すること
で、段階的かつ計画的に進められていま
す。しかし、市街化調整区域においては、既
存建築物の用途変更などに対して立地基
準による制限があるため、空き家の発生や
コミュニティの維持が困難になることが懸
念されています。
　よって、市街化調整区域内の地域につ
いては、中心市街地への集積強化だけで
なく、既存集落の拠点化も視野に入れた
地域拠点の見直しを図るとともに、行政
が主導し、地区住民の主体的な参加を促す

「地区計画」を策定すべきであり、農村集
落内の開発許可基準を緩和し、新規転入
者の居住や賃貸用住宅への用
途変更を可能にすべきとの報
告がなされました。

経済民生常任委員長報告
持続可能な農業の振興に関する調査
　本市の基幹産業である農業は、担い手不足が深
刻な課題となっています。農業所得の向上や経営の
安定化を図り、安心して農業に従事することができ
る持続可能な農業を実現するため、農業振興につい
て調査を進め、以下の3項目（大項目）を市に提言し
ました。
1. 担い手の確保について

空き家を利活用した体験施設の設置や、伴走型
支援の強化など

2.「稼げる農業」について
ECサイトなどによる新たな販路の拡大や、ブラン
ド認証マーク制度の創設など

3. 持続可能性について
スマート農業体験施設の整備や、環境保全型農
業の推進など

　なお、本調査の結果を踏まえ、「議案第 76 号 
福島市農業・農村振興条例の一部を改
正する条例制定の件」を提案し、可決さ
れました。詳細は4面に掲載しています。

詳細は、QRコードからご覧いただけます。
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中間貯蔵施設並びにその周辺を視察

先進地視察報告

中
間
貯
蔵
施
設
→
２
０
４
５
年
３
月
ま
で

に
除
去
土
壌
等
を
福
島
県
外
で
最
終
処
分

本
市
に
お
い
て
、
公
共
交
通
と
し
て
長
年

市
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
路
線
バ
ス
が
、
市

内
各
地
で
路
線
の
廃
止
、
ま
た
は
大
幅
に
ダ

イ
ヤ
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
し
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
に
向
け

た
先
進
地
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

う
る
ま
市
の
直
営
で
あ
る
公
共
施
設
間
連

絡
バ
ス
に
お
い
て
は
、
市
内
の
基
幹
路
線
と

な
っ
て
、令
和
６
年
度
実
績
が
、４
台
稼
働・

４
路
線
・
40
停
留
所
・
利
用
料
無
料
で
利
用

者
が
3
万
人
を
超
え
、
令
和
７
年
度
に
実
証

運
行
か
ら
有
料
の
通
常
運
行
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
相
馬
市
の
民
間
事
業
者
で
あ

るZip infrastructure

株
式
会
社
に
お

い
て
は
、
無
人
自
動
運
転
及
び
カ
ー
ブ
・
分

岐
を
可
能
と
す
る
自
走
式
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

「Zipper

」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

導
入
コ
ス
ト
を
鉄
道
の
１
／
10
、
モ
ノ
レ
ー

ル
の
１
／
５
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
立
市
で
は
新
交
通
「
ひ
た
ち

Ｂ
Ｒ
Ｔ
」
導
入
の
た
め
に
、
バ
ス
専
用
道
路

を
設
け
、
一
般
道
と
合
わ
せ
て
約
８・
７
㎞

の
区
画
を
、
乗
務
員
が
乗
車
し
な
い
レ
ベ
ル

4
の
自
動
運
転
の
実
現
を
令
和
７
年
度
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
先
ず
は
基
幹
路
線
の

設
定
と
、
既
存
の
交
通
会
社
や
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
周
辺
路
線
を
カ
バ
ー
す
る

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
新
し
い
技

術
や
手
段
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
提

言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
島
市
地
方
公
設
卸
売
市
場
は
老
朽
化
が

進
み
、
な
お
か
つ
、
鮮
魚
・
青
果
部
門
双
方

と
も
年
間
の
取
り
扱
い
高
は
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。

老
朽
化
に
対
応
し
た
再
整
備
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

等
に
よ
り
特
に
鮮
魚
部
門
で
の
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
化
の
必
要
性
や
規
模
の
縮
小
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
市
場
の
面
積
に

相
当
の
余
剰
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
利
活
用
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
卸
売
市
場
に
場
外
市
場
等
を
整
備

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
道
の
駅
ふ
く
し
ま

の
指
定
管
理
事
業
者
が
運
営
す
る
う
る
ま
市

の
直
売
所
に
お
い
て
地
場
野
菜
を
農
家
と
共

同
で
販
促
す
る
事
例
を
視
察
す
る
こ
と
で
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
重
要
性
の
メ
リ

ッ
ト
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
那
覇
市
の

公
設
市
場
で
は
多
く
の
専
門
販
売
店
が
集
積

し
、
地
元
の
方
だ
け
で
な
く
観
光
客
を
対
象

に
多
く
の
お
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

施
設
と
し
て
は
賃
料
収
入
し
か
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

鮮
魚
関
連
棟
が
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
さ

れ
て
い
る
豊
洲
市
場
に
は
外
国
人
を
含
め
多

く
の
方
が
見
学
し
て
、
市
場
内
の
飲
食
店
を

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
隣
接
す
る
「
千
客
万
来

市
場
」
は
都
の
所
有
地
を
定
期
借
地
権
つ
き

の
賃
借
契
約
で
運
営
し
て
お
り
多
く
の
飲
食
、

物
販
、
宿
泊
機
能
を
有
し
、
民
活
の
導
入
で

は
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。
福
島
市
の
公

設
卸
売
市
場
で
は
毎
年
、
市
場
祭
り
が
開
か

れ
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
う
こ
と
か
ら
新
鮮

な
魚
、
野
菜
等
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
表
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
で
得
ら
れ
た
知
見

を
元
に
福
島
市
公
設
卸
売
市
場
を
よ
り
よ
い

市
場
に
す
る
た
め
剰
余
地
の
活
用
を
含
め
今

回
の
視
察
を
参
考
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
政
策
の
先
進
事
例

公
設
市
場
の
先
進
事
例

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
除
染
で

発
生
し
た
放
射
性
物
質
を
含
む
土
壌
や
廃
棄

物
は
現
在
、
大
熊
・
双
葉
両
町
に
整
備
さ
れ

て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設
で
安
全
に
管
理
・
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
２
０
４
５
年

ま
で
に
県
外
最
終
処
分
を
定
め
た
法
律
に
基

づ
き
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
原
発
周
囲
の
南
北

８
㎞
、
東
西
2
㎞
の
広
大
な
敷
地
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
約
１
，
４
０
０
万
㎥
、
東
京
ド
ー

ム
11
杯
分
の
除
去
土
壌
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

搬
入
開
始
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今
年
3

月
、
Ｊ
Ｒ
大
野
駅
前
に
産
業
交
流
施
設
「
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ
お
お
く
ま
」
が
開
所
、
1
階
に

「
中
間
貯
蔵
事
業
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
展
示
や
現
地
見
学

な
ど
を
通
し
て
福
島
の
復
興
・
環
境
再
生
の

取
り
組
み
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
当
会
派
は

大
熊
町
見
学
コ
ー
ス
に
参
加
、
土
壌
受
入
・

分
別
施
設
や
土
壌
貯
蔵
施
設
、
道
路
盛
土
実

証
事
業
の
現
場
、
廃
墟
と
な
っ
た
県
や
町
の

施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
旧
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
敷
地
に
設
け
ら
れ
た
見
晴
台

か
ら
は
廃
炉
作
業
が
進
む
福
島
第
一
原
発
、

１
７
１
万
㎥
の
土
壌
を
貯
蔵
す
る
大
熊
第
４

工
区
土
壌
貯
蔵
施
設
が
一
望
で
き
ま
し
た
。

先
ご
ろ
政
府
は
除
染
土
壌
の
初
の
再
生
利

用
事
例
と
し
て
、
首
相
官
邸
で
の
活
用
を
発

表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
量
は
わ
ず
か
2
㎥
。

こ
れ
で
国
民
の
理
解
醸
成
が
進
む
の
か
、遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
県
外
最
終
処
分
の
現
状
を

広
大
な
施
設
視
察
を
通
し
て
肌
で
感
じ
ま
し

た
。

自走式ロープウェイ「Zipper」の実験場豊洲市場水産仲卸売場棟

除去土壌の再生利用に向けた道路盛土実証の現場

見晴台から望む福島第一原発と大熊第4工区土壌貯蔵施設
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

二に

階か
い

堂ど
う 

武た
け

文ふ
み

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

尾お

形が
た 

武た
け
し

菅す
が

原わ
ら 

美み

智ち

子こ

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

飯
坂
町
字
湯
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０-

２
８
４
１-

１
５
２
９

http://kaw
am

ata-yasuhiko.com
/

根ね

本も
と 

雅ま
さ

昭あ
き

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

松
浪
町
１
番
15
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
３-

３
２
０
１

町
庭
坂
字
内
町
51
番
地
の
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
１-

１
１
３
８

http://nikaidou.net/

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
３-

０
７
１
１

https://m
ichikopro.jp/

渡
利
字
七
社
宮
５
番
地
の
１

ヴ
ェ
ル
ー
ド
ー
ネ
七
社
宮
３
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
１-

２
３
４
２

荒
井
字
上
町
裏
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
３-

１
０
３
５

松
川
町
浅
川
字
大
古
内
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
８-

７
６
８
３

幹
事
長

渡
利
字
七
社
宮
39
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
０-

５
０
９
２-

６
８
０
１

https://m
-nem

oto.com
/

飯
坂
町
平
野
字
林
添
１
番
地
の
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
３-

１
２
１
８

会
長

副
会
長

総
務
会
副
会
長

顧
　
問

政
調
会
長

総
務
会
長

副
会
長

相
談
役

所
属
議
員
一
覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
副
議
長

◦
総
務
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
監
査
委
員

◦
総
務
常
任
委
員
長

　
今
回
の
６
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
斎
藤
正
臣
議
員
・
尾
形
武
議
員
・
菅
原
美
智
子
議
員
の

３
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
を
可
能
と
し
た

り
、
学
習
活
動
の
特
質
に
応
じ
て
学
級

を
超
え
た
集
団
を
編
成
し
た
り
、
さ
ら
に
、

再
編
の
対
象
と
な
る
福
島
第一小
学
校
、
第

四
小
学
校
、
清
明
小
学
校
の
今
年
度
の
新

入
生
の
合
計
が
49
名
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み

る
と
、
当
初
に
検
討
し
て
い
た
通
り
、
3

つ
の
小
学
校
を
1
つ
に
統
廃
合
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
市
の
見
解

を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
教
育
長
）
か
ら
は
、
再
編
後
の

小
学
校
の
適
正
規
模
と
し
て
、
全
学
年
に

お
い
て
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
と
な
る
「
各
学

年
2
学
級
以
上
の
規
模
」
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
3
校
の
今
年
度
の
新
入
生
の

合
計
は
こ
の
基
準
に
合
致
し
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市
施
設
と
し
て
再
開
発
事
業
の
枠
組
み

の
中
で
整
備
す
る
福
島
駅
前
交
流
・
集
客

拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
11
年
度
中
の
開

業
を
予
定
す
る
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
市
長
）
か
ら
は
、
駅
前
の
顔
・
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使

え
る
Ｃ
案
を
軸
に
基
本
設
計
を
進
め
、
雁
行

型
ホ
ー
ル
や
屋
上
広
場
と
大
屋
根
広
場
が
つ

な
が
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
」
と
と
も
に
、

構
造
、
設
備
・
仕
様
、
内
外
装
の
デ
ザ
イ
ン

や
民
間
エ
リ
ア
と
公
共
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
及
び
ホ
ワ
イ
エ
、
さ
ら
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
屋
内
外
を
縦
移
動
で
結

び
つ
け
る
ま
ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
等
を
検
討
し
、

令
和
11
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
見
据
え
事
業

を
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

対
応
を
委
託
す
る
制
度
設
計
の
必
要
性

を
、
対
策
も
含
め
て
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
健
康
福
祉
部
長
）
か
ら
は
、
本

市
で
は
令
和
3
年
度
か
ら
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

成
年
後
見
制
度
の
ほ
か
、
死
後
事
務
や
相

続
、
遺
言
な
ど
の
幅
広
い
相
談
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
4
月
に
は
公
民
こ
ね
く
と

を
通
じ
、「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会
」
を

開
催
す
る
等
、
不
動
産
業
者
や
行
政
書
士

な
ど
の
終
活
に
関
連
す
る
事
業
所
に
も
出

店
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た一人
暮
ら
し
や

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
将
来
の
不
安
解

消
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
支
援
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

　
中
央
地
区
の
小
学
校
の

　
再
編
に
つ
い
て

　
福
島
駅
前
交
流
・

　
集
客
拠
点
施
設
に
つ
い
て

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

　
孤
独
死
に
関
す
る
支
援
に

　
つ
い
て

今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/nittei-chukei/2/gikairokugachukei.html】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

平成 13 年 6 月に本市で初めて議員提出議案に
より制定された福島市農業・農村振興条例について、
前文と24 条からなる改正案を経済民生常任委員会
から提案し、可決されました。常任委員会からの条例
改正案の提出は、福島市議会として初めてのことです。

改正の具体的内容としては、農業における環境負
荷の低減、付加価値の向上、生産性の向上等を前文
や条文に反映させ、また、伴走支援の充実や試験研
究機関及び大学等との連携に関する文言、そして主
に次の条文を追加しました。

●第17条 市は、女性の農業及び農村における活躍を推進
するため、女性農業者の経営、女性の地域活動への参画
及び連携の促進等に必要な施策を講ずるものとする。

●第19条4 市長は、第1項の規定により基本計画を策定
したときは、これを議会に報告しなければならない。

●第20条 市は、農業の生産性の向上に資するため、情報
通信技術その他の先端的な技術を活用した生産方式の
導入の促進に努めるものとする。

●第21条　市は、農業者その他の農村と関わりを持つ者
による農地の保全に資する共同活動(以下この条におい
て「共同活動」という。)が、地域の農業生産活動の継続
及び多面的機能の発揮に寄与し、農地経営に重要な役
割を果たしていることに鑑み、共同活動の促進に必要な
情報通信技術を含む施策を講ずるものとする。

なお、全文はQRコードから
ご覧いただけます。

福島市農業・農村振興条例を改正

- 　　MAYU -4











９
月
定
例
会
議
の
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
報
告

日
頃
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
私
た
ち

「
真
結
の
会
」
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
長

期
化
す
る
物
価
高
騰
な
ど
、
多
く
の
困
難
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
皆

様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
一
つ
ひ
と
つ

の
課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
定
例
会
よ
り
、
新
た
に
二
階
堂

利
枝
議
員
を
仲
間
に
迎
え
、「
真
結
の
会
」

は
心
機
一
転
、
さ
ら
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を

図
り
、
市
政
の
進
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
展
し
、
地
方
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
真
に
「
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
皆
様
と
の
積
極

的
な
対
話
を
通
じ
て
議
会
へ
の
信
頼
を
高
め
、

そ
の
歩
み
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
令
和
7
年
度
福
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
24
件
及
び

報
告
8
件
で
し
た
。
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

と
し
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
児
童
施

設
等
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
等
を
計
上
す

る
ほ
か
、
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

つ
い
て
来
年
度
予
定
を
前
倒
し
し
て
実
施
す

る
経
費
等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
マ
対
策
と
し
て
緊
急
銃
猟
制
度

の
安
全
な
運
用
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
経

費
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
速
や
か
な
対
応
を

図
る
た
め
先
議
に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
般
、
令
和
8
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
ま
で
の
5
年
間
の
中
期
財
政
収
支
の
見
通

し
が
試
算
さ
れ
ま
し
た
。
試
算
で
は
、
大
型

事
業
の
本
格
化
な
ど
に
よ
り
各
年
度
に
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、事
業
の
取
捨
選
択・

重
点
化
、
業
務
改
革
・
効
率
化
や
賢
い
支
出

を
徹
底
す
る
旨
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委

員
会
は
９
月
10

日
、
16
日
、
17

日
お
よ
び
18
日

の
4
日
間
に
わ

た
り
全
体
会
並

び
に
各
分
科
会

が
開
か
れ
、
当

会
派
か
ら
副
委

員
長
に
二
階
堂
利
枝
議
員
が
、
理
事
に
川
又

康
彦
議
員
、
斎
藤
正
臣
議
員
、
菅
原
美
智
子

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
84
号
令
和
6
年
度
福
島
市
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
決
算
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

議
案
第
85
号
令
和
6
年
度
福
島
市
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
の
件
、
議
案
第
87
号
令
和

6
年
度
福
島
市
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
決

算
認
定
の
件
は
、
い
ず
れ
も
決
算
の
と
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
86
号
令
和
6
年
度
福
島
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
及
び
剰
余
金
処
分
の
件

は
、
決
算
ま
た
は
剰
余
金
処
分
案
の
と
お
り

認
定
あ
る
い
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

新
た
な
仲
間
と
と
も
に
未
来
へ

真
田 

広
志
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それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳情などの
審査を行っております。なお、□内は、それぞれの常任委
員会における当会派の所属議員名です。◎は委員長。

常任委員会・ 決算特別
委員会分科会の

報告

総
務
常
任
委
員
会
・
分
科
会

鈴
木 

正
実
／
宍
戸 

一
照

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
根
本 
雅
昭
／
真
田 

広
志
／
菅
原 

美
智
子

経
済
民
生
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
斎
藤 

正
臣
／
尾
形 

武

建
設
水
道
常
任
委
員
会
・
分
科
会

◎
川
又 

康
彦
／
二
階
堂 

武
文
／
二
階
堂 

利
枝

【
建
設
部
】開
館
か
ら
25
年
が
経
過
し
た「
も
に
わ
の
湯
」に

つ
い
て
、施
設
の
長
寿
命
化
と
レ
ジ
オ
ネ
ラ
対
策
な
ど
衛

生
面
の
安
全
性
を
図
る
た
め
、ろ
過
器
の
改
修
を
行
う
費

用
５
千
４
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
環
境
部
】あ
ぶ
く
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
併
設
の
ヘ
ル

シ
ー
ラ
ン
ド
福
島
の
熱
源
供
給
方
法
を
こ
れ
ま
で
の
蒸
気

か
ら
電
気
お
よ
び
温
水
に
変
更
す
る
た
め
の
実
施
設
計

分
の
費
用
５
千
万
円
の
追
加
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、新
あ
ぶ
く
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
工

事
の
土
壌
汚
染
対
策
工
事
に
お
い
て
灰
混
じ
り
土
の
量
が

当
初
見
込
み
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
追
加
の

搬
出・処
分
を
行
う
費
用
2
億
２
千
１
０
０
万
円
に
つ
い
て

も
承
認
し
ま
し
た
。

【
都
市
政
策
部
】福
島
市
手
数
料
条
例
の一部
を
改
正
す
る

件
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
の
変
更
に
伴
う
申
請
手
数
料

に
つ
い
て一律
１
万
６
千
６
０
０
円
か
ら
１
千
９
０
０
円
～

６
千
１
０
０
円
へ
と
細
分
化
し
負
担
軽
減
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

【
請
願
】当
会
派
所
属
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
る「
吾
妻
山

の
景
観
回
復
を
求
め
る
請
願
」は
委
員
会
、本
会
議
と
も
に

全
会一致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
農
政
部
】全
国
的
に
ク
マ
、イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
の
生
活

圏
へ
の
侵
入
が
相
次
ぎ
人
身
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
る

状
況
を
受
け
、改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
9
月
1
日
施
行

に
伴
い
、人
の
日
常
生
活
圏
で
の
銃
猟
を
可
能
と
す
る「
緊

急
銃
猟
制
度
」を
創
設
。安
全
な
運
用
体
制
を
整
備
す
る

た
め
の
補
正
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
民
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
】令
和
8
年
5
月
17
日
開
催

予
定
の「
ふ
く
し
ま
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」は
、福
島
市

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
、地
域

経
済
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。本
年
度
中
に
準
備
お
よ
び
参

加
者
募
集
を
進
め
る
た
め
債
務
負
担
行
為
補
正
と
し
て

５
千
３
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。中
学
生
３
㎞
の
部

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
商
工
観
光
部
】令
和
8
年
6
月
に
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開

催
す
る
国
際
会
議
を
は
じ
め
、様
々
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

対
応
で
き
る
よ
う
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
行
う
た
め
、

飯
坂
温
泉
観
光
会
館（
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
）の
施
設
改
修
費

と
し
て
５
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

【
危
機
管
理
室
】市
は
令
和
9
年
3
月
に「
災
害
用
自
走
式

ト
イ
レ
カ
ー
」1
台
を
導
入
し
ま
す
。3
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
荷
台

に
男
性
用
2
室
、女
性
用
2
室
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
個
室
1
室
を
設
け
ま
す
。車
両
は
乗
車
定
員

3
名
、オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
の
4
輪
駆
動
で
荷
台
後
部
に
は
車

い
す
用
リ
フ
ト
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

【
政
策
調
整
部
】国
が
令
和
８
年
１
月
か
ら
運
営
す
る
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
運
用
費
と
し

て
9
千
２
９
０
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。国
の
仕
様
に

標
準
化
し
た
住
民
記
録
や
税
情
報
な
ど
20
の
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
の
う
ち
、18
業
務
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
福
島
市
へ
の
応
援
関
係
人
口
創
出
事
業
に

つ
い
て
、10
月
3
日
に「
東
京
福
島
市
の
つ
ど
い
」を
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し
た
。89
人
が
参
加
、市
政
報
告

を
受
け
た
ほ
か
、本
市
特
産
品
の
料
理
や
飲
み
物
を
味
わ

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、市
が
事
務
局
を
務

め
る「
福
島
市
ゆ
か
り
の
会
」「
東
京
ふ
く
し
ま
笑
而
会
」福

島
商
工
会
議
所
が
事
務
局
の「
ふ
く
し
ま
わ
ら
じ
会
」へ
の

加
入
促
進
も
図
り
ま
し
た
。

【
こ
ど
も
未
来
部
】
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
児
童

施
設
等
の
事
業
者
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
た

め
、
児
童
福
祉
費
児
童
措
置
費
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

２
千
９
０
０
万
円
余
を
計
上
し
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
】
下
水
の
水
質
の
検
定
方
法
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
衆
浴
場
に
お
け
る
水

質
基
準
の
検
査
項
目
が
改
ま
る
こ
と
か
ら
、
福
島
市
保

健
所
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】
昨
年
度
、
三
河
台
小
学
校
の
校
舎
外

壁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落
下
し
た
事
故
に
伴
い
、
全
校

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
外
壁
の
経
年
劣
化
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
6
年
9
月
市
議
会
で
補
正
予
算
を
議
決
後
、

速
や
か
な
応
急
補
修
実
施
に
よ
り
安
全
性
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
定
例
会
に
お
い
て
は
福
島
第
二
小
学
校
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
棟
設
置
お
よ
び
北
校
舎
外
壁
等
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
2
億
５
千
８
０
０
万
円
余
を
計
上
し
工
事
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
緊
急
性
を
考
慮

し
な
が
ら
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

福島市議会には４つの常任委員会があり、
あらかじめ決められた担当所管について、少人数で
集中的に審議を尽くすために設置された委員会です。

トイレカーのイメージ図
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先
達
山
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
反
射
光
リ
ス
ク
を
質
す

真結の会
太陽光パネルのリサイクルの

義務化に関する
法整備を求める意見書

太陽光パネルの設置は、2012 年に国の FIT 制度が
始まったのちに急増し、制度開始後の導入件数は 2023
年 3 月時点で 265 万 3 千件に上る。太陽光パネルの寿
命は、20 年から 30 年とされるが、廃棄量は 2030 年
代後半以降に急増し、2040 年代前半にピークを迎え、
年間で最大 50万トンに上る見通しとされる。
国は当初、リサイクルを義務付ける法案の国会への提

出を検討したが、その費用は製造業者と輸入業者が負担
する内容であった。しかし、自動車や家電等のリサイク
ル関連法では、その費用が所有者負担であることとの法
的整合性に棚語が生じるとして、本年 8 月末にリサイ
クルの義務化を見送る方針が示された。
一方、急速な太陽光パネルの設置増加による景観の悪

化や自然環境生態系への影響が懸念されており、国内各
地でメガソーラー設置事業者と住民のトラブルが生じて
いる。このことからメガソーラー発電所設置の規制強化
が行われており、ひいては、再生可能エネルギー導入停
滞も懸念される。
今後、太陽光パネルの大量廃棄が見込まれるが、リサ

イクルを事業者等に義務付けなければ、設置場所への放
置や、不法投棄を招き、有害物質の流失による環境や生
活圏への影響ははかり知れない。さらには、大量の廃棄
処分に伴い、現在の処分場のひっ迫も懸念される。
よって、国においては、太陽光パネルを使用する発電

事業者にリサイクルを義務化するため、費用負担の方法
及び処分の報告義務化等を明確にする法制度の設計を早
急に推進するよう強く要望する。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出

する。

令和7年9月22日
福島市議会議長　白川敏明

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣 あて
経済産業大臣
環境大臣

真
結
の
会
は
、
あ
づ
ま
山
麓
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
等
の

再
エ
ネ
施
設
設
置
に
つ
い
て
当
議
会
で
令
和
２
年
３
月
定
例

会
以
来
、
度
々
質
問
し
て
き
ま
し
た
が
、
9
月
定
例
会
議
に

お
い
て
も
先
達
山
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
反
射
光
問
題
に
つ
い

て
質
す
と
共
に
、
左
記
の
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
義
務
化
に
関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し

て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

令
和
７
年
４
月
29
日
、
真
結
の
会
が
現
地
調
査
を
行
っ
た

折
、
Ａ
Ｃ
７
社
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
反
射
光
の
見
え
方
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。「
西
日
が
当
た
る
時
や
曇
り
空
の
時

に
市
内
特
に
西
地
区
か
ら
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
反
射
光
が

メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
に
見
え
る
。」
と
い
う
我
々
の
指
摘

に
対
し
て
「
曇
り
空
で
は
雲
の
反
射
で
メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
バ

ー
に
見
え
る
。
し
か
し
、
パ
ネ
ル
が
南
向
き
な
の
で
晴
天
の

時
に
は
、
反
射
光
は
黒
ず
み
反
射
せ
ず
上
空
に
向
か
う
」
と
、

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
日
の
入
り
の
方
角
が
西
に
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、

夕
方
、
時
間
と
場
所
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
パ
ネ
ル
が
強

い
反
射
光
を
発
す
る
事
案
が
確
認
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
運
転
中
に
強
い
反
射
光
へ
視
線
を
向
け
る
と
ま
ぶ
し
く
一

瞬
目
が
く
ら
み
ま
す
。
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
な
ど
車
の
運
転

リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
と
、
９
月
定
例
会
で
、
質
問
を
行
い

ま
し
た
。 

市
当
局
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
進
む
に
つ
れ
て
、

強
い
反
射
光
が
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
認
識
し
、
憂
慮

し
て
7
月
14
日
に
事
業
者
Ａ
Ｃ
７
社
に
左
記
の
要
請
を
行
っ

た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら
の
反
射
光
に
つ
い
て

⑴
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら
の
反
射
光
と
そ
の
影
響
に
つ
い

て
、
客
観
的
に
検
証
可
能
な
形
で
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
と
共
に
速
や
か
に
市
に
報
告
す
る
こ
と
。

⑵
検
証
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
と
共
に
現
地
立

ち
合
い
調
査
を
行
う
ほ
か
、
そ
の
進
捗
状
況
を
共
有

す
る
こ
と
。

⑶
検
証
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら
の

反
射
光
の
影
響
が
市
民
に
及
ば
な
い
よ
う
、
防
止
の

た
め
の
必
要
な
対
策
を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
。

二
、
緑
化
等
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
修
繕
や
再
施
工
等
の
措
置
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
継
続
実
施
す
る
こ
と
。

三
、
情
報
を
求
め
る
市
民
に
対
し
、
正
確
か
つ
丁
寧
な
対
応
を
求
め

る
と
と
も
に
、
施
設
の
状
況
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
。

四
、
客
観
的
な
検
証
に
基
づ
く
正
確
な
情
報
提
供
を
求
め
る
と

と
も
に
、
社
会
的
な
存
在
と
し
て
市
民
の
安
全
や
公
益
を

重
視
し
た
誠
実
な
対
応
を
求
め
る
こ
と
。

⃝上記以外の2会場では、青年・女性の関係団体を対象にあらかじめテーマを設け開催します。
⃝詳しくは、福島市議会ホームページをご覧いただくか、福島市議会事務局へお問い合わせください。☎０２４（５２５）３７７６
※なお、福島市議会議員全員で行う報告会で、真結の会独自で行うものではありませんのでご了承ください。

⃝3班：11月4日(火)18:00～19:15
　【会場】信夫学習センター １階ホール
	 （大森字馬場１番地）

⃝２班：11月6日(木)13:30～14:45
　【会場】蓬萊学習センター(分館)２階ホール
	 （蓬莱町四丁目1番2号）

令和７年度秋季　福島市議会議会報告会・意見交換会

意見書

撮影／福島キヤノン付近の市道から。6月12日16時10分
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

二に

階か
い

堂ど
う 

利り

枝え

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

尾お

形が
た 

武た
け
し

根ね

本も
と 

雅ま
さ

昭あ
き

菅す
が

原わ
ら 

美み

智ち

子こ

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

二に

階か
い

堂ど
う 

武た
け

文ふ
み

松
浪
町
１
番
15
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
３-

３
２
０
１

荒
井
字
上
町
裏
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
３-

１
０
３
５

渡
利
字
七
社
宮
５
番
地
の
１

ヴ
ェ
ル
ー
ド
ー
ネ
七
社
宮
３
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
１-

２
３
４
２

福
島
市
上
野
寺
字
道
上
13
番
地
の
３

飯
坂
町
平
野
字
林
添
１
番
地
の
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
３-

１
２
１
８

松
川
町
浅
川
字
大
古
内
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
８-

７
６
８
３

渡
利
字
七
社
宮
39
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
０-

５
０
９
２-

６
８
０
１

https://m
-nem

oto.com
/

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
３-

０
７
１
１

https://m
ichikopro.jp/

飯
坂
町
字
湯
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０-

２
８
４
１-

１
５
２
９

http://kaw
am

ata-yasuhiko.com
/

町
庭
坂
字
内
町
51
番
地
の
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
１-

１
１
３
８

http://nikaidou.net/

会
長

顧
　
問

総
務
会
長

総
務
会
副
会
長

副
会
長

相
談
役

政
調
会
長

政
調
会
副
会
長

幹
事
長

相
談
役

所属議員一覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
決
算
特
別
副
委
員
長

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員
長

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

　
今
回
の
９
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
鈴
木
正
実
議
員
・
二
階
堂
利
枝
議
員
・
宍
戸
一
照
議
員
・

根
本
雅
昭
議
員
・
菅
原
美
智
子
議
員
の
５
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

国
際
会
議
観
光
都
市
の
認
定
を
受
け
た

福
島
市
に
お
い
て
、
認
定
後
初
の
国
際
会

議
が
来
年
６
月
に
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設

が
開
業
す
る
前
に
国
際
会
議
観
光
都
市
と

し
て
の
地
位
を
確
立
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す

べ
き
で
あ
る
と
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
市
長
）
か
ら
は
国
際
会
議
の
高
い

経
済
効
果
に
加
え
、
福
島
市
の
世
界
的
な

認
知
度
向
上
も
期
待
で
き
る
と
し
て
、
国

と
同
様
に
積
極
的
に
誘
致
を
進
め
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
の
国
際

会
議
を
成
功
さ
せ
、
国
や
日
本
政
府
観
光

局
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
も
継
続
し
て

開
催
地
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
、
戦
略
的

に
国
際
会
議
観
光
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
ま
す
。

⃝

モ
モ
の
高
温
、渇
水
被
害
に
つ
い
て

⃝

信
夫
山
の
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

道
路
上
で
車
両
等
に
ひ
か
れ
死
亡
し
た

犬
猫
が
あ
ぶ
く
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ま
れ
た
過
去
５
年
間
の
頭
数
と
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
に
よ
る
飼
い
主
の
捜
索
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

当
局
環
境
部
長
か
ら
は
令
和
2
年
度
＝

犬
5
頭
、
猫
９
１
６
匹
、
令
和
3
年
度
＝

犬
11
頭
、
猫
８
７
１
匹
、
令
和
4
年
度
＝

犬
1
頭
、
猫
７
９
８
匹
、
令
和
5
年
度
＝

犬
5
頭
、
猫
７
９
９
匹
、
令
和
6
年
度
＝

犬
４
頭
、
猫
７
４
３
匹
。
あ
ぶ
く
ま
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
際
に
は
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
状
況
を
確
認
し
、
そ
の

後
、
保
健
所
に
て
登
録
番
号
か
ら
飼
い
主

情
報
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
飼
い
主
に
連
絡
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

⃝
福
島
の
自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
と
育
て

　
る
農
業
の
必
要
性
に
つ
い
て

⃝
本
市
の
田
ん
ぼ
と
稲
作
の
状
況
に
つ
い
て

⃝

今
後
の
市
の
展
望
に
つ
い
て

「
実
湧
満
彩
な
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ

な
が
ら
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
時
間
を
忘

れ
て
楽
し
め
る
公
園
」
を
新
た
な
施
設
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、
①
農
業
に
関
す
る
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
や
朝
市
等
を
実
施
し
、
福
島

ら
し
さ
を
生
か
す
コ
ン
テ
ン
ツ
の
展
開
を
図

る
。
②
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
し
食
事
等
が
と
れ
る
場

所
を
整
備
す
る
。
③
ゆ
っ
く
り
滞
在
で
き
る

施
設
と
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
目
的
地
と
な

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
遊
び
場
の
充
実
を
図
る
。

そ
し
て
こ
の
方
針
の
も
と
空
き
施
設
に
事
業

者
を
募
集
し
、
民
間
事
業
者
の
知
見
と
ア

イ
デ
ア
を
求
め
て
施
設
の
充
実
を
図
る
と
当

局
（
市
長
）
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
に
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
買
い
物
履
歴
と

連
携
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
行
動
変

容
を
促
す
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
政
策
調
整
部
長
）
か
ら
は
、
地

域
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ

と
等
か
ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

ウ
ェ
ブ
や
ア
プ
リ
の
多
言
語
化
や
音
声
対

　
応
等
に
つ
い
て

⃝

「
さ
ん
あ
～
る
」へ
の
写
真
自
動
判
別
機
能

　
の
追
加
に
つ
い
て

⃝

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
事
故
防
止

　
に
つ
い
て

⃝

Ａ
Ｉ
に
よ
る
誤
入
力
防
止
シ
ス
テ
ム
の
導

　
入
に
つ
い
て

⃝

認
定
情
報
技
術
者
制
度（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
制
度
）

　
に
つ
い
て

⃝

通
信
復
旧
支
援
士
の
確
保
に
つ
い
て

⃝

ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
利
活
用
に
つ
い
て

「
産
後
う
つ
」
は
10
人
に
一
人
と
い
わ

れ
、
深
刻
な
場
合
は
母
子
の
命
に
も
か
か

わ
り
ま
す
。
妊
産
婦
に
対
す
る
相
談
窓
口

や
支
援
の
仕
組
み
の
整
備
状
況
を
伺
い
ま

し
た
。

当
局
（
市
長
）
は
「
本
市
で
は
、
全
て

の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
相
談
支
援
を
行
う
窓
口
と
し
て

『
福
島
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー 

え
が
お
』

を
設
置
し
て
お
り
母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
全
て
の
妊
婦
と
面
談
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
無
料
の
妊
産
婦
検
診
、
ホ
ー
ム
ス
タ

ー
ト
事
業
や
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
に
加
え
、

経
済
的
支
援
と
し
て
産
前
と
産
後
に
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
ず
つ
計
10
万
円
の
妊
婦
支
援

給
付
金
な
ど
、
伴
走
型
支
援
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

　
国
際
会
議
観
光
都
市
の

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
つ
い
て

　
ロ
ー
ド
キ
ル
問
題
に
つ
い
て

　
四
季
の
里
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

　
運
営
方
針
に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の

　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

　
妊
産
婦
の
サ
ポ
ー
ト
・

　
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/nittei-chukei/2/gikairokugachukei.html】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

任
期
4
年
の
ち
ょ
う
ど
半

分
を
折
り
返
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
声
や
思
い
を
胸

に
、
真
結
の
会
所
属
議
員
一

同
、
議
会
や
地
域
で
の
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
物
価
高
騰
、

駅
前
の
再
開
発
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
、
ク
マ
対
策
な
ど
課
題

が
多
く
残
っ
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
残
る

2
年
間
も
、
暮
ら
し
の
中
の

課
題
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
市
政
の
前
進
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
身
近
な
相
談

や
小
さ
な
声
も
、
市
政
を
動

か
す
大
切
な
き
っ
か
け
で
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お
気
軽

に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記
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12
月
定
例
会
議
の
報
告

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
よ
り
「
真
結
の
会
」
の
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
福
島
市
は
、
先
日
の
市
長
選
挙
を

経
て
新
体
制
が
始
動
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
大
き
な

節
目
の
中
に
あ
り
ま
す
。
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
が
交
代

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
山
積
す
る
課
題

に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
柔
軟
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
会
派
一
同
も
、
こ
の
新
た
な
変
化
を
機
に
、

市
民
の
皆
様
の
視
点
に
立
っ
た
建
設
的
な
議
論
を
さ

ら
に
深
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
守
り
手
と
し
て
、

お
一
人
お
一
人
の
切
実
な
声
を
丁
寧
に
市
政
へ
と
届

け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
福
島
市
の
未
来
を
形

に
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
合
議
制
機
関
と
し
て
、
確
か
な
監
視
役
の
責
務
を

果
た
し
な
が
ら
、皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
12
月
定
例
会
議
は
12
月
１
日
か
ら
開

か
れ
、
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案

26
件
及
び
報
告
１
件
、
歳
入
歳
出
予
算
、
継
続
費
等

の
補
正
で
総
額
33
億
４
，
０
０
０
万
円
余
を
追
加
さ

れ
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

会
議
の
期
間
中
、
12
月
10
日
に
は
馬
場
雄
基
市
長

が
初
登
壇
し
、
所
信
を
表
明
。
25
日
に
は
物
価
高
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

に
、
こ
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
と
し
た
、
歳

入
歳
出
の
補
正
総
額
７
億
９
，
５
０
０
万
円
余
を
可

決
承
認
し
ま
し
た
。

当
会
派
の
代
表
質
問
は
宍
戸
一
照
議
員
、
一
般
質

問
で
は
、
当
会
派
か
ら
６
人
の
議
員
が
諸
課
題
を
質

し
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
に
お
い
て
も
、
選

ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
社
会
基
盤
の
維
持
、
経
済
成

長
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
持

続
可
能
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を

行
う
た
め
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
当
会
派
か

ら
は
鈴
木
正
実
議
員
、
川
又
康
彦
議
員
、
副
委
員
長

と
し
て
二
階
堂
利
枝
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て

真さ
な
田だ 

広ひ
ろ
志し

この印刷物はユニバーサルフォントを使用しています。
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。
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令
和
７
年
12
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

　
中
心
市
街
地
の

　
歩
行
者
量
を
増
や
す

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の

　
コ
メ
生
産
に
つ
い
て

　
民
間
に
よ
る
各
種
学
校
の

　
誘
致
に
つ
い
て

 

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
窓
口
」
導
入
に
よ
る

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
駅
東
口
再
開
発
事
業
に

　
つ
い
て

　
ク
マ
対
策
に
お
け
る

　
猟
友
会
並
び
に
県
と
の

　
連
携
に
つ
い
て

本
市
の
中
心
市
街
地
は
個
人
店
が

多
く
、
個
性
の
豊
か
さ
が
魅
力
で
あ

る一方
、
他
の
県
庁
所
在
地
と
比
較

し
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
が
非
常

に
少
な
く
、
日
曜
日
や
深
夜
の
需
要

に
対
し
て
応
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
出

店
を
促
す
た
め
に
歩
行
者
量
を
増
や

す
取
り
組
み
と
し
て
、
お
店
を
回
遊

す
る
た
め
の
、
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
や

催
事
で
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
整
備
し
、
単

発
イ
ベ
ン
ト
型
の
「
点
」
か
ら
、
連

携
に
よ
る
「
線
」、
そ
し
て
年
間
を

通
じ
た
「
面
」
へ
と
展
開
す
る
仕
組

み
を
作
る
必
要
性
に
つ
い
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
と
と
も
に
、
前
向
き
に
検
討
し

て
ま
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

水
田
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮

し
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と
遊
休
農

地
を
増
や
さ
な
い
為
に
も
コ
メ
の
増

産
体
制
を
と
り
、
需
要
の
確
保
に
は

備
蓄
米
や
米
粉
等
の
活
用
と
輸
出
拡

大
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り
農
村
社

会
の
維
持
発
展
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
農
政
部
長
）
か
ら
は
、
日

本
人
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
安
定
的

に
生
産
し
、
供
給
す
る
体
制
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
は
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
重
要
で
あ
り
、
国
の
水
田
政

策
に
お
け
る
農
村
地
域
の
保
全
や
振

興
も
重
要
な
視
点
で
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
充
実
し
た
水
田
政
策
に
よ

り
農
村
地
域
の
維
持
発
展
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
適
時
適
切
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

福
島
駅
前
集
客
拠
点
施
設
に
つ
い
て

⃝

松
陵
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

令
和
5
年
9
月
定
例
会
議
で
民
間

に
よ
る
各
種
学
校
の
誘
致
を
提
案
し
、

「
今
後
よ
り
組
織
的
な
体
制
を
整
備

し
、
必
要
と
さ
れ
る
学
校
の
種
別
や

取
得
で
き
る
資
格
等
の
分
野
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
な
が
ら
積
極
的
に
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
状
況
を

伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
政
策
調
整
部
長
）
か
ら
は
、

現
時
点
で
は
誘
致
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
必
要
と
さ
れ
る

学
校
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
各

種
学
校
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

5
ス
タ
ー
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て

⃝

行
政
情
報
の
可
視
化
に
つ
い
て

⃝

福
島
駅
東
口
地
区
第一種
市
街
地

　
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

⃝

市
民
参
加
型
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

　
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
高
品
質
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る
為
の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
つ
い
て
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
導
入
に
よ
る
想
定
さ
れ
る
効
果
を

具
体
的
な
数
値
目
標
を
含
め
伺
い
ま

し
た
。

当
局
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）

か
ら
は
、
令
和
8
年
2
月
か
ら
導

入
予
定
の
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
は
職
員
が
窓
口
で
申
請
者

と
一緒
に
手
続
き
を
進
め
る
た
め
記

載
の
負
担
が
少
な
く
、
そ
の
場
で
申

請
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
特
に
多

く
の
申
請
書
の
記
載
が
必
要
と
な
る

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
効
果
が
期
待
で

き
、
例
え
ば
6
名
世
帯
の
転
入
の
場

合
、
氏
名
の
記
載
が
38
回
か
ら
14
回

に
、
住
所
の
記
載
が
21
回
か
ら
0
回

に
縮
小
さ
れ
、
手
続
き
時
間
も
2
割

程
度
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

市
長
選
に
お
け
る
市
長
の
公
約

「
再
開
発
事
業
の
再
整
理
、
立
ち
止

ま
っ
て
磨
き
な
お
し
」「
優
先
工
区
の

設
定
」
を
含
め
東
口
再
開
発
事
業
や

西
口
、
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。
東
口
再
開
発
に
つ
い
て
市

長
は
「
あ
く
ま
で
も
市
が
取
得
す
る

公
共
エ
リ
ア
に
つ
い
て
」
と
し
た
う

え
で
、
現
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
①
日
常
的
に
市
民
が
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
か
②
当
初
の
計
画
か
ら

増
え
続
け
る
事
業
費
の
妥
当
性
を
精

査
す
る
③
10
年
後
の
福
島
を
見
据
え

る
︱
と
の
3
点
を
意
識
し
方
向
性
を

見
定
め
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま

た
優
先
工
区
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
に
お
い
て
優
先
工

区
を
設
け
る
こ
と
が
難
し
い
構
造
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
、
基
本

設
計
通
り一体
的
に
進
め
開
業
に
間

に
合
わ
せ
た
い
と
し
ま
し
た
。

ク
マ
対
策
に
つ
い
て
目
撃
頭
数
を

は
じ
め
様
々
な
質
問
を
行
い
ま
し
た

が
、
特
に
、
市
の
専
門
職
員
と
猟
友

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

又
、
農
業
被
害
に
対
す
る
ク
マ
の
捕

獲
お
よ
び
駆
除
に
つ
い
て
県
と
情
報

共
有
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
罠
（
わ
な
）

の
設
置
、
見
回
り
等
で
猟
友
会
と
は

す
で
に
連
携
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
よ
り
連
携
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
専
門
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
で
割
り
振
る
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。
農
業
被
害
に
つ
い
て
は
県

の
市
内
で
の
捕
獲
頭
数
は
22
頭
で
あ

り
、
県
内
で
も
最
も
多
い
た
め
捕
獲

状
況
を
共
有
す
る
よ
う
県
に
伝
え
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
捕
獲
の
実

施
主
体
が
猟
友
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
だ
け
で
な
く
猟
友
会
と
も
連
携
を

よ
り一層
と
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/nittei-chukei/2/gikairokugachukei.html】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

　
今
回
の
12
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
斎
藤
正
臣
議
員
・
尾
形
武
議
員
・
根
本
雅
昭
議
員
・
菅
原
美
智
子
議
員
・

鈴
木
正
実
議
員
・
川
又
康
彦
議
員
の
６
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
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令和７年 12月定例会議代表質問

土留用に残したコンクリート壁面

【政策調整部】データブ
ック作成委託料100万
円を計上しました。 本
市の人口や財政状況、
産業・経済、教育、福祉
など幅広い分野の統
計データを折れ線グラ
フやマッピングなどにより視覚的に訴えるものに整理し、中学
生にも分かりやすくまとめます。市ホームページで公開、市民
目線のまちづくりの土台として活用できる構成とします。

【消防本部】市火災予防条例と火入れに関する条例の一部を改
正します。林野火災の防止を目的とした林野火災注

意報を新設するとともに注意報発令中には火
気使用を制限する市民の努力義務を追加

します。対象期間は11月から翌年5月
まで。また火災と紛らわしい煙また

は火炎を発するおそれのあるたき
火について届け出を明確にします。
施行は令和8年1月1日。

【農政部】令和7年度ツキノワグ
マの目撃情報件数は過去5年の約

5倍と増加し市街地にも侵入しまし
た。市では50枠の箱罠を設置し、39

頭を捕獲し駆除しました。クマ対策強化
方針の実施状況は（1）クマ対策の市民等へ

の周知徹底、（2）クマを寄せ付けない環境の改
善、（3）監視体制と出没時対応の強化、（4）クマ対策の

体制強化、危機管理対策本部を設置し22回開催しました。
【市民・文化スポーツ部】消費生活センター消費生活相談窓口
を市民相談室と一元化し連携を強化することで消費生活のさ
らなる安定と向上を図るため本町から本庁舎へ移転します。

【商工観光部】工業振興費として7,695万円が計上され、おお
ざそうインター工業団
地等の進出企業3社に
交付されます。大ゴッ
ホ展街なか誘客促進
事業、財産処分の件等
を審査しました。

【教育委員会】「福島
市学校給食センター
条例の一部改正につ
いて」安全・安心で質
の高い学校給食を提
供するため、条例を
改正し老朽化した施

設を統合・集約し、新たに「中央学校給食センター」を設置しま
す。改正により、公立・私立の枠を超えた市内小中学校への給
食提供が可能となりました。その第一歩として、来年4月に男女
共学の小中一貫校として開校する「桜の聖母学院」と覚書を締
結。東部学校給食センターから配食を開始します。

【こども未来部】　「物価高騰子育て応援手当」
物価高騰の影響を受ける子育て世帯を
支援するため、国の交付金を財源とし
て、子ども1人当たり2万円を支給す
る『物価高対応子育て応援手当』
に関連する経費など、総額7億
9,500万円を追加計上しました。

【都市政策部】福島駅東口地区市
街地再開発事業において、令和8
年度の建設本体工事着手に向けて、
旧辰巳屋ビルの「地下躯体」の解体
工事と、旧平和ビルの地下躯体の解体
工事と一部埋戻し工事の着手に向けた補
正予算を審査しました。補正前の事業費12億5，
916万円に、今回の補正が2億8,400万円加わり、合計
15億4,316万円になります。

【上下水道局】令和8年度から上下水道局のすべての事業を公
営企業化し、効率的な運営により経営基盤を強化し、サービス
の安定化とともに、大規模な自然災害に備えて、上下水道施設

の老朽化対策や
防災対策を一体
的に迅速かつ着
実に推進するた
め関係条例の改
正7件、廃止1件
を審査しました。

　馬場雄基市長の市政方
針を伺いました。人づく
りからはじまり、まちづ
くり、未来づくり、共に
前へ進む次世代文教都市
実現を目指すと答弁があ
りました。また福島市の
現状をとらえて市民目線

の大改革を行うため３つの最優先事項の１番目に「データ行政の確立」
を上げた狙いについては市民目線の新たなまちづくりを進めるため、客
観的データを共有し市の実態をつかむことが重要と考えると答弁があり
ました。令和８年度から始まる第７次総合計画策定を一年延長して市長
が掲げる３つの最優先事項と８つの基本方針をいかに反映させるか伺い

ました。市民のワークショップなどで募った市民の思いや市民懇談会な
どでまとめられた経過・内容を踏まえて今後有識者懇談会で内容を吟
味して磨き上げを行います。また市内18地区で主体的にまとめられた
「ふくしま共創のまちづくり計画」は、地域の課題解決にむけてまとめ
た地域の思いを尊重して令和８年度当初からスタートさせると答弁があ
りました。東口再開発事業の再整理を行う質問については、市が取得す
る公共エリアを①市民の日常的な利用の可能性、②物価高の中で事業費
の妥当性精査、③10年後の福島市の姿の３点から整理して負担軽減に
努め関係者間で検討を早急に進めて開業予定は遅らせることなく進めた
いと答弁がありました。人口減少対策の質問は、若年層の流失を社会現
象ととらえて成功体験づくりで郷土愛を醸成し、短期的には選ばれるま
ちづくりを進め、中長期的な視野でデータ把握により、このまちなら住
み続けられるまちづくりを進めると答弁がありました。小学校給食費無
償化は国の方針を受けて令和８年４月から実施するが、中学校の給食費
無償化についても４月から独自に実施するとの答弁がありました。

福島市議会には４つの常任委員会
があり、あらかじめ決められた

担当所管について、少人数で集中的に審議を
尽くすために設置された委員会です。

常任委員会の報告
それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳

情などの審査を行っております。なお、□内
は、それぞれの常任委員会における当会派

の所属議員名です。◎は委員長。

文
教
福
祉

建
設
水
道

総　
務

経
済
民
生

宍
戸 

一
照
／
鈴
木 

正
実

◎
斎
藤 

正
臣
／
尾
形 

武

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

／
菅
原 

美
智
子
　
　
　
　

◎
川
又 

康
彦
／
二
階
堂 

武
文

／
二
階
堂 

利
枝
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

二に

階か
い

堂ど
う 

利り

枝え

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

尾お

形が
た 

武た
け
し

根ね

本も
と 

雅ま
さ

昭あ
き

菅す
が

原わ
ら 

美み

智ち

子こ

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

二に

階か
い

堂ど
う 

武た
け

文ふ
み

松
浪
町
１
番
15
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
３-

３
２
０
１

荒
井
字
上
町
裏
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
３-

１
０
３
５

渡
利
字
七
社
宮
５
番
地
の
１

ヴ
ェ
ル
ー
ド
ー
ネ
七
社
宮
３
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
１-

２
３
４
２

福
島
市
上
野
寺
字
道
上
13
番
地
の
３

飯
坂
町
平
野
字
林
添
１
番
地
の
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
３-

１
２
１
８

松
川
町
浅
川
字
大
古
内
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
８-

７
６
８
３

渡
利
字
七
社
宮
39
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
０-

５
０
９
２-

６
８
０
１

https://m
-nem

oto.com
/

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
３-

０
７
１
１

https://m
ichikopro.jp/

飯
坂
町
字
湯
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０-

２
８
４
１-

１
５
２
９

http://kaw
am

ata-yasuhiko.com
/

町
庭
坂
字
内
町
51
番
地
の
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
１-

１
１
３
８

http://nikaidou.net/

会
長

顧
　
問

総
務
会
長

総
務
会
副
会
長

副
会
長

相
談
役

政
調
会
長

政
調
会
副
会
長

幹
事
長

相
談
役

所属議員一覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員
長

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

昨
年
12
月
議
会
で
は
当
会

派
か
ら
７
名
も
の
議
員
が
質

問
の
た
め
に
登
壇
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
傍
聴
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
を

歩
き
、
声
を
伺
う
中
で
見
え

て
く
る
課
題
や
期
待
は
、
一

つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
年
の
始
ま

り
に
あ
た
り
、
今
年
も
そ
う

し
た
一
つ
一
つ
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
現
場
に
根
ざ

し
た
議
論
と
行
動
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
年
が
、
本
市
に
と

っ
て
着
実
な
前
進
を
感
じ
ら

れ
る
一
年
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

行政視察報告 先進自治体にて、行政視察を行いました。

浜
松
市
で
は
、
地
域
幸
福

度
（W

ell-Being

）
指
標
を

活
用
し
た
〝
は
ま
ま
つW

ell-
Being

ア
ワ
ー
ド
〟
や
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（O

ASIS

）

が
行
わ
れ
て
お
り
、
過
去
に
は

一
般
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究

所
が
発
表
し
て
い
る
全
国
20
政

令
指
定
都
市
の
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
総
合
1
位
に
な
る
等
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

〝
は
ま
ま
つW

ell-Being

ア
ワ
ー
ド
〟
は
、
市
民
の
幸

福
感
向
上
を
目
的
と
し
て
、
企
業
や
団
体
のW

ell-Being

に
関
す
る
取
組
を
表
彰
す
る
も
の
で
、O

ASIS
は
、
市
民
の

幸
福
感
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
る
政
策
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、W

ell-
Being

に
関
す
る
指
標
を
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
幸
福
度
向
上
の
た
め
に
提
言
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
は
過
去
５
年
間
で
昨
年
の

同
時
期
と
比
較
す
る
と
小
学
校

で
は
２
．
３
倍
、
中
学
校
で
昨

年
減
少
し
た
も
の
の
５
年
間
の

推
移
を
み
る
と
１
．
８
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
増
加

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
支
援

の
先
進
事
例
と
し
て
板
橋
区
を
視
察
し
ま
し
た
。
板
橋
区
で

は
令
和
7
年
6
月
か
ら
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
「
バ

ー
チ
ャ
ル
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」
と
名
付
け
て
Ｖ
Ｌ
Ｐ
を
運
用

し
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
が
、
専
門
的
心
理
学
を
専
攻
し

た
フ
レ
ン
ド
心
理
支
援
員
が
不
登
校
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
空

間
、
居
場
所
が
リ
ア
ル
へ
と
広
が
り
最
終
的
に
は
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

本
市
で
も
不
登
校
児
童
生
徒
が
減
少
す
る
よ
う
提
言
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
き
ま
バ
イ
ト
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
企
業
で
あ
る
、
株

式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
下
呂
市
が

２
０
２
３
年
に
事
業
連
携
協
定

を
締
結
し
市
内
事
業
者
に
市
主

催
の
説
明
会
を
行
う
こ
と
で
利

用
事
業
者
を
4
倍
に
増
加
し
利

用
者
も
大
幅
に
増
加
。
特
に
下

呂
温
泉
で
の
宿
泊
業
や
飲
食
業
、

ま
た
、
特
産
の
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農
家
や
、
販
売
す
る
ス

ー
パ
ー
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ー
経
由
の
ス
キ
マ
バ
イ
ト
の
働
き

手
が
市
内
の
人
手
不
足
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
特
に
市
外
か
ら
の
ワ
ー
カ
ー
の
流
入
が
増

え
る
こ
と
で
市
内
の
労
働
環
境
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
全
国
有
数
の
温
泉
地
を
有
し
、
果

物
王
国
で
も
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
人
材
確
保
は
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
連
携
協
定
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
費
用
を
最
小
限
に
し
、
人
材
確
保
が
可
能
に
な
る
点
は
参

考
に
な
り
、
市
当
局
に
も
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

浜
松
市
で
は
、
メ
タ
バ
ー
ス

を
活
用
し
た
魅
力
発
信
事
業
や

婚
活
を
行
っ
て
お
り
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

魅
力
発
信
事
業
で
は
、
バ
ー

チ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
体
験
型

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と

で
ブ
ー
ス
来
場
者
に
よ
る
自
発

的
な
発
信
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
が
り
、

浜
松
市
の
魅
力
が
拡
散
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
に
よ
り
、
様
々
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
動
画
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
方
で
も
自
宅
か
ら
参
加
で
き
る
内
面
重
視
の
出
会
い
の
場

を
提
供
し
て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

浜
松
市
の
事
例
は
先
進
的
な
取
り
組
み
で
、
実
り
多
い
視

察
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
具
体
的
施
策
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

浜
松
市

板
橋
区

　
「
地
域
幸
福
度（w

ell-Being

）指
標
の

　
活
用
に
つ
い
て
」

　
「
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
」

下
呂
市

浜
松
市

　
「
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
の

　
事
業
連
携
協
定
に
つ
い
て
」

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
」
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